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ITS情報通信システム推進会議

ユビキタスITSプラットフォーム専門委員会
平成18年度活動報告

2007.5.11

ユビキタスITSプラットフォーム専門委員会

専門委員長　　小花　貞夫



2

ユビキタスITSプラットフォーム専門委員会の構成

ITSネットワークモデル　WG
　　　　　　　主査：門脇　直人(ATR)
　　　　　　　　　　主査代行：西田　知弘(KDDI)

副主査：山本　武志(NEC) 

ユビキタスITSプラットフォーム専門委員会
　　　　　　　　　　　　専門委員長：小花　貞夫 (ATR)
　　　　　　　　　　　　　副専門委員長：中村　博行 (KDDI)
　　　　　　　　　　　　　副専門委員長：撫中　達司 (三菱電機)

参加企業　：　ATR 、ドーシス、ＨＩＤＯ、日立製作所、 JAF MATE、 KDDI、
　　　　　　　　 KDDI研究所、ＫＤＤＩ総研、松下電器産業、三菱電機、三菱
　　　　　　　　　重工、 NICT、日本電気、ＮＴＴ、中日本高速道路、沖電気
　　　　　　　　、住友電工、矢崎総業　18 組織 34 名　
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専門委員会の目的と１８年度の活動概要

【目的】

ユビキタス環境において、ＩＴＳ情報の多角的な利用を実現するためのユビキ
タスＩＴＳプラットフォームの構築や標準化等に関する検討を行なう。

【平成1７年度の活動】　

専門委員会開催　：　　 3回　　　　WG開催　：　１6回

■　歩行者・自転車の交通事故対策の検討

（財）交通事故総合分析センター（ITARDA）の専門家による勉強会を開催。
JAF Mate誌掲載の「事故回避トレーニング」の分析。事故対策を検討。

■　災害時のＩＴＳ利用についての検討
ＩＴＳが台風や地震等の災害の防止や復旧支援にいかに貢献できるか検討

■　ユビキタスITSシンポジウムの開催
研究開発部会／調査部会の７専門委員会が共催で、安全・安心ＩＴＳの実現
に向けた技術やサービスについて、専門家の講演によるシンポジウム開催　
（平成19年3月15日）。
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平成１６年度　専門委員会活動
ユビキタスＩＴＳプラットフォームのイメージ策定

「ユビキタスITS」　≒　「情報・サービスのシームレス化」　

平成１７年度　専門委員会活動
JAF Mate誌の読者である自動車ユーザおよびインターネット
での公開型アンケートを実施

認知度：　「ユビキタス」　51.3 % 　　 「ITS」　25.8 %
安全安心の意識高い。交通事故防止対策や災害時の緊急
情報サービスの利用意向高い

背景 　（その１）
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ＩＴ新改革戦略（平成18年1月　IT戦略本部）
今後５年間で日本が取り組むＩＴ推進の方針

「世界一安全な道路交通社会」を実現
目標：　2012年末の交通事故死者数5,000人以下

現状
交通事故死者の割合：　歩行者（30 %）、自転車（10 %超）

平成１７年度　専門委員会活動

歩行者や自転車の交通事故対策についてユビキタスプラットフォー
ムの立場から検討

背景 　（その２）
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歩行者および自転車の交通事故対策を
重点的に進めることが必要

歩行者や自転車の交通事故対策

■　日本と海外との交通事故状況の比較

IRTAD（International Road Traffic and Accident Database) 参照

2005年のデータを中心に13カ国(日本を含む)について集計

日本：　歩行者と自転車などの死亡者の割合45.1%

　　　　　先進国の中でも最も高い
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日本と欧米の交通事故種別と死亡者数・割合の比較

2005年分13.5%39621.6%6302,923532,24023452344カナダ

2005年分13.5%5,84923.9%10,402
43,44

3
33,0414,5537845,065アメリカ

2005年分14.8%5624.3%92378286361145
ニュージーラン
ド

2005年分12.4%5025.9%10440272915450スウェーデン

2004年のデータ20.0%7529.1%1093755261342649フィンランド

2006年のデータ37.3%4437.3%441187444スロベニア

2005年分

グラフより数値読み取り
22.7%1,31539.2%2,2755,8013,526960480835ドイツ

2006年1-8月のデータ19.2%8140.0%1694227246883249オーストリア

2005年分25.7%81943.6%1,3883,1811,793569148671イギリス

2005年分34.5%19545.5%257565342746267128ハンガリー

2005年分29.5%27146.6%4289181947115718190オランダ

2003年のデータ47.0%7747.0%771648777セルビア

H18年分(H19.3.8発表）45.1%2,86362.7%3,9826,352112,3591,1198122,051日本

(%)人数(%)人数
備考

(1)、(2)の小計(1)～(3)の小計
小計その他自動車

バイク
(3)

自転車
(2)

歩行者
(1)
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交通事故死亡者：
　歩行者　　　　約3割
　高齢者：　歩行中　　　　　 41.8%
　　　　　　　 自転車乗車中　27.8%
　　　　　　　　　　　　　　　計　約70%

今後の社会の高齢化を考慮すると、歩行者と自転車の交通
事故対策重要

検討対象範囲とアプローチ

歩行中死亡事故（平成１５年　ＩＴＡＲＤＡ統計）
　第１位　単路での横断中の死亡事故
　第２位　交差点では信号機ありの場合で横断中
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事故類型の調査（死亡事故）

9066536311303618050その他

30311310714113208工作物（防護壁等）

203287769171713工作物（その他分類）

工作物（電柱）

43522526719721733追突

7,456811462,5351,2306341,5431,287合計

2831195111222231

車両
単独
など

49401323377686043その他

68005022437左折時

395004331889242右折時

1,2521199729724391出会い頭

849037323401532114正面衝突(追突/追越以外)

車両
相互

8418114015116611193その他

95011 541459924716その他横断中

4470033314111316横断歩道横断中

人対
車両

ﾄﾝﾈﾙ・橋一般単路カーブ交差点付近信号無信号有
合計その他

単路交差点

9066536311303618050その他

30311310714113208工作物（防護壁等）

203287769171713工作物（その他分類）

工作物（電柱）

43522526719721733追突

7,456811462,5351,2306341,5431,287合計

2831195111222231

車両
単独
など

49401323377686043その他

68005022437左折時

395004331889242右折時

1,2521199729724391出会い頭

849037323401532114正面衝突(追突/追越以外)

車両
相互

8418114015116611193その他

95011 541459924716その他横断中

4470033314111316横断歩道横断中

人対
車両

ﾄﾝﾈﾙ・橋一般単路カーブ交差点付近信号無信号有
合計その他

単路交差点

100件以上300件以上500件以上
※出展：交通事故統計年報（平成15年度版） ITARDA

■人対車両：①一般単路の横断中 ②信号有り交差点
■車両相互：①信号無交差点の出会い頭

②信号有り交差点の出会い頭 ③正面衝突

　　　　事故類型の調査（死亡事故）
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交差点と単路での事故原因分析

JAF Mate誌「事故回避トレーニング」を分析
　　（歩行者編　32例、　自転車編　21例）

交差点事故の原因
注意散漫(不注視、不注意)、夕暮れ、天候不良時、飛び出し、
駐車中の車両、構造物の影、右折時のピラーの影、左折時の
巻き込みなど

単路事故の原因
交差点特有の原因である右折時のピラーの影、左折時の巻き
込みを除いて同様な原因
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JAF Mate誌「事故回避トレーニング」 その1

シーンの特徴：シーンの特徴：
交差点、右折、対向車、
歩行者横断中、
ピラーの影に歩行者
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JAF Mate誌「事故回避トレーニング」 その2

シーンの特徴：シーンの特徴：
住宅街、片側一車線、
対向車線渋滞、
左側に歩行者、
対向車の影から自転車
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JAF Mate誌「事故回避トレーニング」 その3

シーンの特徴：シーンの特徴：
夜間、片側２車線、歩道橋、道路右側コンビニ、
左の路地から出る車、停車車両、
中央分離帯の歩行者
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JAF Mate誌「事故回避トレーニング」 その4

シーンの特徴：シーンの特徴：
狭い抜け道、センターラインなし、
バイクの後を走行、対向車、
左路地から自転車
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事故削減対策案

道路インフラ
　理想：　歩車分離
　現実：　（委員提案）　例
　　　　・ 無電柱化
　　　　・ 車両の通行が少ない横断歩道では通常は歩道側の
　　　　　信号を青にしておき車両が接近した際のみ車道側を
　　　　　青にする

法律･教育･マナー　 （委員提案）　例
・ 交通ルール違反は、歩行者や自転車にも罰則が適用される
　ことがあることを周知徹底
・ 学校や会社での交通ルール教育の義務化
・ 優良ドライバー育成（インセンティブ：安全運転ポイント）
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IT技術を活用した対策

■　カメラによる検出システム
カメラを交差点等のインフラ設置、横断しようとする歩行者
/自転車を監視・検出。

■　RFIDによる検出システム
歩行者や自転車にRFIDタグを装着、インフラ/車両が歩行
者ID情報を認識・検出。

■　センサ、レーダによる検出システム
・車両に装備した赤外センサ、超音波センサ、レーダ等に
より周辺の歩行者/自転車を検出。
・交差点等のインフラに設置して横断しようとする歩行者/
自転車を検出。
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車
両
接
近
中

動態感知通報カーブミラー

自転車がき
ます
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横断歩行者検知システム

歩行者
横断中

車
両
接
近
中



19

斜め前方レーダシステム

右前方に横断中の
人がいます
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車両協調型歩行者保護システム

歩行者
検出

歩行者
検出

自転車
検出

Tag

左折車両への
情報通知

対向車への
情報通知

後続車両への
情報通知

Tag
Tag

(1) 横断歩道
横断中

(2) 道路横断
(3) 路側走行
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電動車椅子、自転車等の位置
情報および自車の位置情報、
進行方向、ウインカーの情報
により、危険情報を予測し、車
載端末に通知

アクティブ電子タグ

アクティブ電子タグ

リピータ

ＬＦ信号装置 ＬＦ信号装置 ＬＦ信号装置

アクティブ電子タグ

電動車椅子、自転車等の位置
情報および自車の位置情報、
進行方向、ウインカーの情報
により、危険情報を予測し、車
載端末に通知

アクティブ電子タグ

アクティブ電子タグ

リピータ

ＬＦ信号装置 ＬＦ信号装置 ＬＦ信号装置

アクティブ電子タグ

RFIDによる歩行者の検出システム
(NICTの横須賀ITSリサーチセンタで研究開発中)
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映像記録型ドライブレコーダ：
事故やニアミス等の瞬間とその前後の映像とデータを
記録。
デジタルタコグラフ：
時間・距離・速度を一定間隔でサンプリング・記録。
記録データより運転内容を安全性、経済性の面から分
析可能

ドライブ
レコーダ

夜間運転支援システム。自動車前方部バンパー / ロン
トグリルから赤外線を照射。赤外線カメラでとらえた
映像をヘッドアップディスプレイに表示。夜間の視界
と見えにくい高温物（人や動物など）を強調。

ナイトビジョン

VICSによるリアルタイム交通情報配信、地図データと
走行制御を行うパワートレインとの協調制御による走
行支援機能および地図表示の3次元化（直感的に把握し
やすい表示）。

カーナビ

特徴技術･サービス

要素技術の動向 　（その１）
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電波を送信し物体からの反射波を受信、物体までの距
離や相対速度、また物体の存在する方向などを計測。
雨や霧などの気象条件に強い。レーダ

電磁誘導や電波により外部から非接触でアクセス、情
報の読み取りや書き込みを行う。RFIDタグはICチップ
とアンテナより構成。電源を有するアクティブ型と有
しないパッシブ型がある。

RFID

高齢者 / 身体障害者等が携帯する端末装置と信号機の
通信装置が双方向通信。信号機の表示等を音声通知、
歩行者用青信号を延長。

PICS（歩行者等
支援情報通信
システム）

特徴技術･サービス

要素技術の動向 　（その２）
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燃料電池は、使い切り型の一次電池、充電型の二次電
池とは違い、外から燃料（水素と酸素）を与えて電気
を作る電池。携帯電話向け小型燃料電池開発中。

燃料電池

人工衛星を利用した位置測定の方式。米国防総省によ
り打ち上げられたGPSが代表的。カーナビ、測地や測
量などの様々な分野で利用。その他、Galileo（欧州）、
GLONASS（ロシア）、北斗(中国)、ガガーン（イン
ド）、準天頂衛星（日本などがサービス提供中・計画
中。

衛星航法システ
ム

波長の短い（0.78～100μm）赤外線を出射することで対
象物から反射してきた電波を受信し、伝搬時間やドッ
プラー効果によって生じる周波数差などを基に対象物
の位置や自車との相対速度を測定する。8～14μmの長
波長では太陽光の影響も少ないが、激しい雨や霧では
吸収・拡散。

赤外線センサ

特徴技術･サービス

要素技術の動向 　（その３）
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センサやRFIDによる検出技術の課題

センサを利用するシステム
■　設置場所以外で機能しない。
■　センサの検出距離・精度。

RFIDを利用するシステム
■　パッシブタグ
　電源不要。通信距離短い。
■　アクティブタグ
　通信距離拡大可能。電源容量増大。
　消費電力低減、位置特定の技術が必要。
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■　交通事故防止対策の技術検討のため、交通事故死亡
者の45%を占める歩行者や自転車が関係するものを調査。

まとめ　（その１）

■　交通事故総合分析センタ（ITARDA）の専門家による勉
強会、JAF Mate社の協力を得てJAF Mate誌連載の「事故
回避トレーニング」を利用したケーススタディ調査を行い、
事故になり易い具体事例を集積／分類。

■　単路横断中の死亡事故が最多。ついで交差点（信号
機あり）。
主な事故原因：　注意散漫(不注視、不注意)、夕暮れ、天
候不良、飛び出し、駐車車両、構造物の影、（右折時のピ
ラーの影、左折時の巻き込み）など。
※カッコ内は交差点の事故のみ。
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■　技術的可能性
　カメラ、RFID、センサやレーダ等を用いた「動態感知通報シス
テム」、「動態感知通報カーブミラー」および「RFIDによる歩行者
の検出システム」など６つのシステムが近い将来実現可能。

■　今後の展望
・ 高齢者の歩行中/自転車乗車中の死事故多く、増加傾向。
　早期な対策(技術/法制度整備）が必須。
・ 歩行者・自転車の安全･安心プラットフォームと路側装置、車
　載器のプラットフォームを連携させたトータルなITSプラット
　フォームの構築が重要。
・ 技術の標準化、周波数の共通化が望まれる。

まとめ　（その２）



28

日時：平成19年3月15日 場所：霞ヶ関プラザホール
共催：７専門委員会 参加者：160名

プログラム：
(1)特別講演 「ユビキタスITSの実現に向けた総務省の電波政策」

総務省　森　孝氏　
(2)講演 「ユビキタスITSに関する研究開発プロジェクト紹介」

KDDI (株)　中村　博行氏
(3)講演 「レイトレーシングシミュレーションによる車々間通信
　　　　　　 　電波伝搬特性の総合的評価」

同志社大学 　岩井　誠人氏
(4)講演 「インフラ協調システムのための新メディア通信システム 」

トヨタ自動車 (株) 　秋山　由和氏
(5)講演 「神奈川県DSSS・SKYプロジェクトにおけるITS安全運転

　支援実道実験状況」
日産自動車 (株） 　福島　正夫氏

(6)講演 「J-Safety活動の紹介 」
ITS Japan 　立松　淳司氏

ユビキタスITSシンポジウムの開催



29

ご静聴ありがとうございました。


